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2月 3日（火）の生活目標朝会で、担当から健康な生活につい

ての話がありました。ＷＨＯ（世界保健機構）が定義する「健康」

を参考に、「学校生活で健康な子、５つの視点」を、子供たちに

示しました。 

 

１ 学校でいろんなことに一生懸命取り組んでいる。集中して学習している。 

２ クラスの仲間や友達と仲良く、協力して過ごしている。 

３ 気持ちの良いあいさつ、返事ができる。 

４ 悩んでいる、困っていることがない、または、あっても相談できる人がいる。 

５ 食欲がある。体を動かすことが面倒だと感じない。 

 

ＷＨＯは「体も、心も、そして友達や家族など、人と人との関わりにも、満足でき

ている状態にあることが健康である。単に病気ではないとか、体が弱っていないとい

うことではない」と定めています。 

2月 2日（月）には、入学説明会があり、私も保護者に「健康な生活」についての

お願いをしました。次のページにあるのが、本校のグランドデザインに位置付けた

「健康生活」です。最も力説したのは、メディアとの付き合い方です。以下のような

話をしました。 

・自分の部屋にスマホや PC、ゲーム機を持ち込んだら、赤信号 

→ 大人が手を出せなくなる  大人の知らない世界で好きなことをやる 

  スマホや PCなどは、大人の目が届くところに常に置いておくこと  

・「自分のモノ」と思い始めたら、黄信号 

→ 通信料等を払っているのは親、だから親の物、貸してもらうのが筋 

  「貸してください」「使わせてくれてありがとう」を親に言うべき 

       

健康な生活の四原則は、大人も子供も「運動」「睡眠」「食事」 

     「メディア」の在り方にあると、私は考えています。この土台に 

     たった健康生活があれば、張り切って楽しく勉強することができ 

るのです。当然、良好な人間関係（肩組んで仲良く）も生まれま

す        す。自走する力も、源は「健康な生活」です。 

学校長 村越 新 「張り切る」土台は健康



 

視力の低下  「よむよむワーク」より  

          

          

       

            

 ゲーム、   、  、スマホ 

            

  四原則      っ 健康        

                         

           

                   

                        

                      

             

          

  ったときに、  を める
    、   間、    

 ゲーム、スマホは の 
 に が持っている

  に りて、 に返す
「 して さい」「ありがと 」

        

        

   の  は 面に す
    、 間、    

  には してはまらない
「あと し」「  だ 」

    が ている で
  する   する

        

   の  は 面に す
    、 間、    

 スマホ、ゲームの   は である
だから

    が  をする
        

「自分の 」と思わ たら黄信号  きな に  る  になると黄信号  らない 間に  ると黄信号

                           
  

 読売新聞が提供している「 む む」  料版 が、市の予算で活 できる 

 になりました。上記は、無料版のものですが、１月の国語チャ ンジの問題

として、５、６年生に取り組んでもらいました。 いてもらった感想を読むと、

最も多かったのが「もっと外に出て遊ばないとい ない」、次いで「タブ ット

やスマホの い過ぎに注意したい」でした。 

 


